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私は海鳥フアンである。年にー度は支部の

三宅島探鳥会の担当をしているわけだし、海

ナシ県に住んでいるわりには船に乗って探鳥

することが少なくはない。 

さて昨秋、長年バードウォッチャーに親し

まれてきた東京ー釧路定期航路が廃止となっ

た。すでに東京一苫小牧航路もなくなってい

ることから、寂しい思いをしている方も多い

と思う。我が家では、廃止を借しんで家族そ

ろって釧路航路を往復することになった。 

◇し、さ、I出 J童六二 

8月22日深夜、東京港フェリー埠頭より定

期フェリー「サブリナ」 （約12, 500トン）乗

船。同行者は妻、長男と次女、それとS幹事

一家の合わせて 6人。我が家の長女は学校の

関係で残念ながら留守番である。 

ところで、私と釧路航路の付き合いはそう

古いものではない。1995年6月に、元幹事の 

0氏と一緒に片道乗船したのが最初である。 

実はこの年 3月にも、元幹事のT君がセッ

トしてくれたことがあったのだが、出航当日

になって船のエンジントラブルでまさかの欠

航。5月には、三宅島航路でも探鳥会当日に

船が欠航となり、このころの私は「あいつが

来ると船が出ない」と邸撒されるありさまだ

った。そんな私を慰める（ ?）ために 0氏が

企画してくれた探鳥旅行だったのだが、お蔭  

様で欠航もなく、初めての釧路航路をたっぷ

り楽しむことができた。 

その後も往復と片道を1回づつ乗り、今回

で通算4回目となる。長男も一昨年の暮れに

私と片道乗っているので、今回で2回目。残

りの者は今回が初めての乗船である。 

船内に入ると、まず特大のトトロの縫いぐ

るみが乗客を迎えてくれる。エントランスホ 

ールはちょっとしたホテル並みで、豪華客船

には及ばないまでも、家族旅行を主催（ ?) 

する一家の主としてはいちおう面目を施すこ

とができる。 

キャビンはいつもツーリストベッド（ 2等

洋室）。一番安い大部屋だが、 2段ベッド 4 

組相向かい（定員8人）が1区画に仕切られ

ており、しかもたいていベッドの上段は空い

ている。今回も1区画で家族4人だったので

非常に快適であった。まずは缶入りの水割り

をなめながら、明朝に備えることになる。 

特大トト口がお出迎え・・・・・・ 	 ツーI)ストベッドはこんな感じ 



船の現在位置を表示するボ 

◇シ羊ー」ニ探鳥 

薄暗いうちに起床。船はまだ銚子沖。トト

ロの隣に地図のボードがあって、東京から釧

路まで、地図上に並んでいる豆電球の点灯で

現在位置を表示する仕掛けになっている。 

デッキに出てみると、外は湿気が高く蒸し

暑かった。天気は良さそうだが鳥影は乏しい。 

外海を航海していると、普段は目にするこ

とができない海の生き物に出くわすことがあ

る。私も、釧路航路に限らず、船の旅ではた

くさんの思い出がある。クジラ・イルカ・ア

ザラシ・オットセイなどの哨乳類、カジキマ

グロ・シュモクザメ・トビウオなどの魚類、 

ウミガメ。そんな出会いの数々を、今でも心

ときめかせながら思い出すことができるのだ。 

日がな一日、海を見ているとほんとうにい

ろいろなことがあるもので、自然の神秘、生

命の営みの不思議にまで思いを巡らすことが

できるのも、片道31時間余の船旅のおかげ、 

といえるだろう。 

しかしである、今回は鳥が出なかった。 

ときおりオオミズナギドリが通るぐらいで、 

あとはトビウオ 3種（ ? ）、サメ・エイ・マ

ンボウ・その他魚類、ちらっとイルカ。  

<＞食事之二」蛋L呂 

船内にはレストランと軽食コーナーがある。 

ともに決まった時間しか営業しないので、食

べはぐったら大変だ。レストランの値段は安

くはないけれど、旅の楽しさは食べること。 

家族そろって毎食レストランというのも船旅

ならではの思い出である。 

風呂は午後から。わりあい広い浴室で、何

よりも海を見ながら湯舟につかれるのがいい。 

船の揺れとともにお湯が上下するのもいかに

も船の中らしい。 

く＞盗貝戎団、 来襲！ 

24日朝7時半、釧路港入港。この日はレン 
きりたっ ぷ 

タカーで霧多布へ。 

25日正午、今度は「ブルーゼファー」に乗

船。 「サブリナ」とは同型の姉妹船である。 

釧路港を出ると、オオトウゾクカモメが次

次に姿を見せ始めた。そのうちシロハラトウ

ゾク、クロトウゾク、ただのトウゾクまでも

がいずれも小群で現れて「盗賊団来襲！」と

デッキ上は大いに盛り上がる（ところで往復

とも船内にバードウォッチャーは私たちだけ

しかいなかった）。 

その後は、十勝港まではミナミオナガミズ

ナギドリの群れが出たりしたが、その先、東

京までは来たときと同じような状況であった。 

東京港着は26日午後8時40分。 

<＞お才つ‘【J しこ 

野鳥との出会い、すばらしい感激のとき。 

そういう瞬間を家族と共有したいといつも思

っている。この足掛け 5日間の旅は、私にと

ってはそういう意味で大きな満足をもたらす

ものとなった。釧路航路が廃止になっても船

旅と海鳥ウォッチングの楽しさは不滅である。 



 

白頭鷲の英名講座（第25回） 

   

  

の最初の標本を採取した。これが学会で認め

られて英名に Rossの名が付けられた。 

約200年前の標本の採取とは、"shot the first 

specimen" （初めての標本を撃ち落とした） 

とあるように、分からない鳥の単純明快な同

定方法、いわゆる“Shotgun Method"（ショ

ットガン方式）の採取である。 

ズドンと撃ち落として机上で細かく検分す

る「ショットガン方式」は、アメリカではか

なり長く使われた方法であったが、勿論現代

では使われていない。 

日本人には、やはり「ヒメクビワカモメ」 

の方が心地よく聞こえるのは不思議だ。 

（松井昭吾） 

 

ヒメクビワカモメ 

    

珍鳥中の珍鳥であるこのカモメが谷津干潟

に現れ、多くのファンを楽しませてくれた。 

英名は簡単、最初の発見者の名前からつけ

たものであり、やや物足りないかもしれない

が、世界のこの名で通用している。 

Ross' Gull または RossIs Gull 

では、 「Ross」 について調べてみると、 

イギリスの探検家で北極の航海者、Sir James 

Clark Ross (1800-1862）であり、ウイリア

ム・パリーの第 2回の北極探検の時に、1823 
年6月、カナダのメルビル半島でこのカモメ 

 

いかと思う。 

あたりを付けた巻を探して見ると、花宴の

巻に“一振りゆるゆる袖を反す春鴬嚇の―節 

を源氏も舞ったが、 	以下略’’とあった。 

平安朝の人たちにとっては、鴬は単に鳴き

声を楽しむだけでなく、曲や舞としても楽し

んでいた様子が書かれている。ということで

春鴬嚇にたどりつくことができ、その持つ意

味合いがわかった。 

ここからは推察ですが、歌人・晶子が訪れ

たことで、酒名へと発展する何かがきっとあ

ったのでしょう。 

参考までに、古語辞典等によれば、春鴬嚇

は今日の雅楽で、 7世紀末ごろに大陸から伝

えられた舞楽の舞のーつで、唐の高宗（在位 

AC650-683) が鴬の声に感動して作曲させ

たという。宮中では宴席などで舞われていた。 

 

春来むと人は言えども鴬の 

鳴かぬかぎりはあらじと思う 壬生忠峯 

暦の上では春になっていると思うけれど、 

まだ鴬が鳴いていないので、春とは言い難い。 

いわゆる春告げ鳥としての鴬の概念を表して

いるのでしょうか。 

「しらこばと」の鴬の初音の情報も、立春

もとうに過ぎた 2 月の終りごろから 3月の初

めにかけてが多い。実際にその頃にならない

と春の実感がわかないのも、平安朝に歌われ

たのと変わらないが、私の頭の中では去年の 

11月の末ごろから、鴬がさえずっていた。 

それは、駅頭で手にした旅学パンフレット 

「名酒の里 45選」を開いてみると、春鴬嚇

なる酒が載っていたからである。そのときは 

「鴬」の文字が目についたのと、 「春の鴬の

さえずりか、京の和菓子のような酒名だな」 

と思っただけで先に進んでいた。後日気にな

って再びそこを見ると〔歌人・与謝野晶子も

訪れた蔵〕と PRしてある。 「牧水ならそれ

となくわかるが、歌人・晶子となると、PR 

をするそれなりの理由があるのでは」と考え、 

思いついたのが「源氏物語」である。口語訳

のそれは「与謝野源氏」として、多くの人に

知られていたし、読まれた方も多いのではな 

 

 

三室地区定例探鳥会 

 



民家園周辺定例探鳥会 

シンクロナイズドスイミングガモ 

陶山和良二（浦和市） 

水量が増えて水深が深くなったせいか、水

上遊びをする人が多くなり周囲の環境が悪化

したためか、最近めっきり数が少なくなった

彩湖の鴨たち。でも、マガモ、コガモ、オナ

ガガモ、ヒドリガモ、ホシハジロ、ハシピロ

ガモ、キンクロハジロ、ミコアイサ等の他に、 

カンムリカイツブリ、オオバン、バン達が代

わる代わる顔を見せてくれている。 

小寒の日にしては早春を思わせる、新年

早々の午後のこと。 

水面をなでながら餌を漁るハシビロガモと

少し離れて、12羽ほどの、水中に頭を深く突

っ込ぶ、逆立ちをしている鴨たちを遠目に見

つけ、オナガガモ達のグループかと、おもむ

ろに双眼鏡を目に当てた。 

オヤ 1 少々動きが違うようだ。必死に深

く潜ろうとしている。尻尾と片足が水面に出

て、水を蹴って、小さな水しぶきを上げてい

る。あたかも、シンクロナイズドスイミング

の如く 

確認しようと、身を隠しながら近付いた私

に気付いた鴨たちは、ー斉に知らぬふりをし

て、遠のいて行く。胸元に小さな網目模様と

上下尾筒の黒い雄。下噌の橿色が目立つ雌。 

オカョシガモ達であった。 

先入観にとらわれず、どんな野鳥達にも感

謝の気持ちを込めて観させてもらうことの大

切さを、あらためて痛感した次第である。 

シラコラム 
シラコバト＋コラムの造語］ 

今年から二年がかりで県の鳥であるシラコ

バトの分布調査を行うことになりました。 

この際もっとシラコバトのことを知り、ま

た親しもうと思い、 「シラコバト見つけ隊」 

に参加しました。幸い私の住む騎西町では、 

ごく普通に観察することが出来ます。 

さて皆さん、シラコバトの鳴き声を聞いた

ことがありますか。シラコバトは二つの鳴き

方をします。 

「ポポーポ」「ポポーポ」 と一小節ずつ区

切って4-8回位（12回の時もありました）。 

その数は平均でキジバトより1-2回少ない

と私は思っています。 

もうーつは、 「クウー」 と一声の鳴き方。 

シラコバトが止まっているところでこの鳴き

声を真似ると、シラコバトは首を左右にキョ

ロキョロします。侵入者（鳥）が来たと勘違

いするのでしよう。 

県の鳥は、1種の鳥を複数の県で使ってい

るところがかなりあります。しかし、シラコ

バトを県の鳥とする事が出来るのは埼玉県だ

けです。皆さんももっと慣れ親しんで、可愛

がってあげて下さい。 

中里裕ー（騎西町） 

シラコバト観察報告 

1月1日 越谷市増林3359 5羽 田過八州雄 

1月1日 岩槻市東岩槻上野4丁目 4羽 中村 策男 

1月2日 松伏町ゆめみ野東4-2-15 18羽 田過八州雄 

1月3日 越谷市増林3408 1羽 田逸八州雄 

1月3日 春日部市赤沼187養鶏場 11羽 橋口 長和 

1月3日 松伏町大川戸1888養鶏場 2羽 橋口 長和 

I月3日 越谷市船渡1380養鶏場 4羽 橋口 長和 

1月6日 幸手市天神島天神神社付近 2羽 徳田 潤子 

1月6日 幸手市戸島古野橋付近 3羽 徳田 潤子 

1月6日 幸手市平須賀宝聖寺付近 1羽 徳田 潤子 

1月7日 岩槻市東岩槻上野4丁目 18羽 中村 策男 

1月8日 岩槻市上野城北大橋北養豚場 22羽 橋口 長和 

（以上、1月9日までに見つけ隊に届いた報告から） 



大宮市日進町1丁目 ◇9月28日、移動中と

思われるカケス 2羽。10月18日、モズr早

各1羽、夏からいなくなっていたが戻って

きた。11月3日、冬を過ごす鳥が一斉にや

って来た。アオジ、ジョウビタキ、シメ、 

ウグイス。トラツグミ落鳥1羽（体重162 

g、体長29c皿）、外傷は見られなかった（森

本園夫）。 

戸田市道満彩湖 ◇11月 3日、ョシガモr3 

羽、アリスイ 1羽。11月27日、オシドリr 
2羽早 4羽（斉藤達也）。◇11月7日、ツ

グミ、アカハラ、オカョシガモ20羽、ユリ

カモメ、ハヤブサ（森秀夫）。 

戸田市戸田公園 ◇11月 7日、マミチャジナ

イ 2羽（高橋達也）。 

戸田市戸田橋付近荒川河川敷 ◇11月7日、 

ホオアカ1羽（高橋達也）。 

川口市差間 ◇11月 9日、オオタカとチョウ

ゲンボウが大空を舞う。オオタカはカラス

にしつこくモビングされていた。11月11日、 

東端のアシ原でアリスイ 1羽、遠くのアシ

の上にとまっていて動かず。左下に別の鳥、 

ツリスガラrだった。ホオジロが追い飛ば

して同じ場所にとまったので、大きさの違

いがはっきり分かった。クイナが鳴いた（鈴

木紀雄）。 

岩槻市文化公園 ◇11月13日、林の中でアカ

ハラ 1羽。11月16日、トビ1羽、駐車場脇

のフェンス裏の溝でカワセミ 2羽。.村国池

脇の茂みでクロジ早と思われる個体 3羽。 

11月17日、アオゲラzl羽、アカゲラ 1羽。 

元荒川の岸でイカルチドリ、イソシギが餌

とりに夢中。11月22日、シロハラ 2羽（鈴 

木紀雄）。◇12月5日、体育館後方の用水

路沿いの道で、色がとても美しいカワセミ

がじーっとしていた。一番好きな鳥である

ヤマガラがすぐ目の前まで来てくれて感激。 

シジュウカラ 5羽、カケス、カワラヒワ、 

ツグミ、ジョウビタキ、アカゲラ 2羽（松

田悟・裕子）。 

岩槻市南辻元荒川 ◇11月16日、18日、慈恩

寺橋周辺でユリカモメ10羽の群れの近くで

セグロカモメ1羽（鈴木紀雄）。 

岩槻市岩槻公園 ◇11月21日、ヒガラ 2羽（藤

原寛治）。 

浦和市代山 ◇11月16日午前7時30分、浦和

学院高校そばの雑木林からヤマガラの鳴き

声（藤原寛治）。 

浦和市高畑 ◇11月19日午前7時30分、サッ

カースタジアム建設現場付近の荒れ地でホ

オジロ、アオジ、カシラダ力多数（藤原寛

治）。 

浦和市下山口新田 ◇12月 5日、民家園そば

の調整池でホオジロガモzl羽（藤野富代）。 

富士見市柳瀬川 ◇12月 3日、川の中洲で羽

を休めているユリカモメ26羽の群れ中にセ

グロカモメ1羽、羽をふくらませてじっと

していた。ダイサギ、コサギ、アオサギ、 

タヒバリ。カモ類の数が 2-3年前に比べ

て大幅に少なかった（陶山和良）。 

三室地区定例探鳥会 

写 

カェデチョウ（スズメ目カェデチョウ科カェデチョウ属） 
私が休みの日には必ずと言ってもいいく。 

らい行っている浦和市下山口新田の第一調

節池付近や川口市差間の草原では、今、オ

オジュリン、コジュリン、ホオアカ等とと

もに、カェデチョウ、ホウコウチョウ等の能 

抜けの鳥も、何種類か見ることができます。 

撮影：新井勇吉（川口市） 

本種は、アフリカのサハラ砂漠南縁の農

耕地などに生息。飼い鳥として輪入され、野

生化して各地で生息しています。（編集部） 



北本市 石 

期日 2月6日（日） 

集合】午前 9時、北本自然観察公園駐車場。 

交通】JR高崎線北本駅西口アイメガネ前よ

り北里メディカルセンター病院行きバ

ス8:40発にて、「自然観察公園前」下車。 

担当【岡安、大坂、内藤、榎本、高（文）、 

立岩、島田、永野（安）、永野（京）、 

高（勉）、山田、今井、山野 

見どころ】ついこの間、新年の挨拶を交わし

たと思ったらもう如月です。今回は樹

木や草本、昆虫そして鳥たちの冬越し

のようすをみんなで観察しましょう。 

カモにも春の兆しが 	。寒さ対策を 

充分に。 

定例探 

＜差間コース＞ 

期日】2月6日（日） 

集合】午後 2時、浦和市くらしの博物館民家

園駐車場、念仏橋バス停前。 

交通】JR浦和駅西口バス 1番乗り場より、 

大崎園芸植物園行き13 : 33発に乗車、 

「念仏橋」下車。 

後援】浦和市くらしの博物館民家園 

担当】手塚、伊藤、工藤、笠原、倉林、吉岡 

（洋）、若林、前津、新井（勇） 

見どころ【立春が過ぎて、季節には敏感な鳥

たちはどのように過ごしているのでし

ようか。そんな冬鳥たちをじっくりと 

特別な場合を除いて予約申し込みの必要は

ありません。初めての方も、青い腕章をした

担当者に遠慮なく声をおかけください。私達

もあなたを探していますので、ご心配なく。 

参加費は一般100円。会員と中学生以下50 

円。持ち物は、筆記用具、雨具、昼食、ゴミ

袋、もしあれぱ双眼鏡など。解散時刻は、特

に記載のない場合、正午から午後 1時頃。小

雨決行です。 

自然保護のため、できるだけ電車バスなど

をご利用のうえ、指定の集合場所までおいで

ください。 

観察しましょう。朝の冷気や早起きの

苦手な方はぜひお出かけください。 

（集合時間にご注意H) 

蓮田市・黒浜沼探鳥令」 

期日】2月 6日（日） 

集合：午前 8時45分、JR宇都宮線蓮田駅東

口パス停前。 

担当】玉井、中島（康）、中村（築）、吉田、 

田中、松永 

見どころ】寒さの厳しい季節ですが冬の鳥た

ちは元気です。水辺、アシ原、木立に

いる鳥たちを見つけて元気を分けても

らいましょう。加えて、道には早くも

早春の可憐な花たちがひそかに咲いて、 

あなたの訪れを待っています。 

陰尾吏プlIu公園探鳥会三 

期II: 2 月n日（金・祝） 

集合】午前 7時30分、丸山公園北口駐車場。 

交通】JR高崎線上尾駅西口5番バス乗り場

より、西上尾車庫行き（畔吉経由）、 

7 】07発にて「前原」下車、徒歩約10 

分。 

解散【午前11時ころ。 

担当】浅見、大坂、高（文）、阿久沢、永野（安）、 

永野（京）、高（勉）、宇原、山野 

見どころ】ちょっと寒いけれど気持ちの良い

探鳥会。冬鳥たちを求めて散歩してみ

ませんか。天気がよければ川沿いのサ

イクリング道路を歩きます。秩父の山 



山もきれいですよ。上尾自然学習館も

オープンしています。 

猿頭舞欝湖探難舞 

期日】2月11日（金・祝） 

集合：午前 9時20分、彩湖道満グリーンパー 

ク中央駐車場。 

交通：京浜東北線南浦和駅西口3番バス乗り

場より、 「下笹目」行き 8 : 45発（武

蔵野線武蔵浦和駅8:52通過）にて「彩

湖道満グリーンパーク」下車。 

担当：倉林、中村（巣）、藤掛、馬場、百瀬、 

有馬 

見どころ：道満の釣り堀の周辺の林で、小鳥

たちを探します。今年もアリスイに会

えるといいですね。彩湖ではカイツプ

リ類とカモの仲間たちを、草原ではオ

オジュリン、コジュリン、空を見上げ

て、タカ類を探しましょう。 

太賞西・大営帯民め森探蔦翻 

期日】2月13日（日） 

集合：午前 9時、JR宇都宮線土呂駅東口。 

または午前 9時20分、市民の森入口前 

（土呂駅東口より徒歩 5分）。 

担当】工藤、藤原（寛）、森（力）、松永、日

根、山口、有馬、森（秀） 

見どころ】身近な場所で、身近な鳥たちをじ

っくり観察します。立春も過ぎました。 

ヒバリのさえずりや、芝川のカワセミ、 

オオジュリン、クイナなどにも期待し

ましょう。 

願麟薫「議蘇生定例露蔦会 l 

期日】2月13日（日） 

集合】午前9時30分、秩父鉄道大麻生駅前。 

交通】秩父鉄道 9 :11発、または寄居 8 】 49 

発に乗車。 

担当：和田、森本、中島（章）、石井（博）、 

倉崎、松本、中里、高橋、後藤 

見どころ【寒いなんて言っていられない。バ 

ードウォッチャーの最も楽しい季節。 

人は少なく、鳥は多くて見やすいし。 

アカゲラ、アオゲラのキツツキ類とノ 

スリなどのタカ類を期待。コハクチョ

ウは今期の見納めの月。 

期日：2月16日（水） 

集合：午前 9時20分、彩湖道満グリーンパー 

ク中央駐車場。 

交通】京浜東北線南浦和駅西口3番バス乗り

場より、 「下笹目」行き 8 : 40発（武

蔵野線武蔵浦和駅 8 】48通過）にて「彩

湖道満グリーンパーク」下車。 

担当】倉林、中村（築）、藤掛、高（文）、馬

場、百瀬、有馬 

見どころ：2月11日の彩湖と同じコースを歩

きます。同じ鳥たちが出てくれるでし

ょうか？ あなたはどちらに参加され

ますか。もちろん両方も大歓迎。 

議鐘難薄難磐麟鷲難謝 

期日：2月20日（日） 

集合：午前 8時15分、京浜東北線北浦和駅東

口、集合後バスで現地へ。または午前 

9時、浦和市立郷土博物館前。 

後援】浦和市立郷土博物館 

担当】楠見、福井、手塚、伊藤、倉林、渡辺 

（周）、笠原、若林、兼元、森（力）、 

清水、前海 

見どころ：2000年になって、鳥たちの世界は 

どう変わったのでしょうか。今月は自

然に対する感謝の気持ちを持つ、見沼

たんぽの事を知るなど、小さな行動を

起こしたいものです。そんな優しい鳥

見人を鳥たちは待っています。 

舞鞭I舞武麟麟秘響園操賞議 

期日：2月20日（日） 

集合：午前 9時40分、森林公園南入り口前。 

交通】東武東上線森林公園駅下車、森林公園 

南口行き 9 :17発バスに乗車、終点下 

車。 

費用】入園料400円（子供80円） 

担当：島田、佐久間、岡安、内藤、藤掛、青

山、喜多、後藤 

見どころ】枯れ葉のじゆうたんを踏みながら 

謝 



歩く 2月が、ここのベストシ＝ズンで

す。カシラダカ、アオジ、ルリビタキ

などの里山の鳥や、山田大沼ではカモ

を観察しましょう。 

期日 2月20日（日） 

集合：午前9時、JR高崎線深谷駅南口ロー 

タリー。 

担当】小池、小測、小野沢、倉崎、堀 

見どころ】去年はトラツグミとルリビタキで

賑わいました。その他にもキクイタダ

キ・ビンズイ・シロハラといった冬鳥

も集合しています。身近な里山ウォッ

チングを楽しみませんか。 

戴置な勲具典探鳥」 

期日】2月26日（土） 

集合】午前9時30分、物見山駐車場（峠を越

えた右側）。 

交通】東武東上線高坂駅西口より、東武バス

鳩山ニュータウン行き 8:58. 9:08 
発にて「大東文化大学前」下車、徒歩

約 5分（バス進行方向へ峠を越えます）。 

担当】榎本、岡安、藤掛、志村、立岩、後藤、 

吉田、林（久） 

見どころ】谷を見おろす尾根をつたい、野辺

の小道をたどり、岩殿観音の境内に出

る変化にとんだ散策コース。身近な自

然を再発見 

L しらこばと」袋づめ姫 

とき】2 月26日（土）午後1時～2時ごろ

会場】支部事務局108号室 

案内：「春よ来い、早く来い 	」と童謡の 

歌詞のとおりに、暖かい日が早く来て

ほしい今日このごろではないでしょう

か。日足も段々と長くなり、梅の花見

の便りもしきりです。でも 2月は寒さ

がぶり返し最低気温が観測されたりす

る季節です。冬と春が同居して、風邪

をひいたり体調を崩しやすい月ですね。 

袋づめにご協力の際には、その辺を充

分に気を付けてお出かけください。 

期日】2 月27日（日） 

集合】午前 9時、東武東上線柳瀬川駅東口

担当】高草木、佐久間、石井（幸）、志村、 

中村（治）、神場、中村（祐）、荒木、 

下川、中村（隆） 

見どころ】わずかに残ったたんぼと泳ぐカモ

の姿をゆっくりと見ながら、土手の新

芽にも目をやりましょう。中洲のタシ

ギとジョウビタキ、そして旅立つ前の

タゲリを見送ります。 

岩槻市・岩槻文化公園探鳥会 

期日】2月27日（日） 

集合】午前 8時30分、東武野田線岩槻駅前。 

または午前 9時巧分、文化公園駐車場 

（国道16号側）。 

交通】東武野田線大宮 8 :11発、または春日

部 8 :16発大宮行きにて岩槻下車。集

合後バスで現地へ。 

担当】中村（築）、中島（康）、吉安、橋口、 

玉井、入山、松永、田中、長嶋 

見どころ】前回は強風のため冬鳥の出現がも

う少しというところで残念でした。今

度はアオジ、アカハラやアリスイたち

も皆さんをきっと待っています。川辺

なので寒さ対策を忘れずに。 

●’ 	" ''’、．”“●…●●●●●●“"",, 

.3月の行事予定 

3月 5 日（日）寄居町・玉淀河原探鳥会 

大宮市・染谷見沼自然公園

探鳥会 



n月21日（日） 浦和市 三室地区 
	、 

参加】88人 天気】晴 	
ノ 

カワウ ダイサギ コサギ アオサギ マガモ

カルガモ コガモ オナガガモ ハシビロガモ

ヒドリガモ オオタカ キジ バン タカブシギ

イソシギ タシギ ユリカモメ ウミネコ キジ

バト コゲラ ヒパリ キセキレイ ハクセキレ

イ セグロセキレイ ヒョドリ モズ ジョウビ

タキ ツグミ ウグイス シジュウカラ メジロ

ホオジロ アオジ カワラヒワ シメ スズメ

ムクドリ カケス オナガ ハシボソガラス ハ

シブトガラス（41種）下見のとき、芝川の大道橋

あたりの干潟に近頃珍しいタカブシギ出現り バン、 

ユリカモメなどたくさんいる。見沼田圃を越えて、 

片柳の桃畑でカラ類の混群を見た。そんなわけで、 

初めてのコースを歩いたのだ。参加者も多く、鳥

も久しぶりに41種出現して、大成功。やっぱり三

室の探鳥会は楽しい（これがうれしいリーダーな 

のである）。 	 （楠見邦博） 

H月27日（土） 『しらこばと』袋づめの会 

ボランテイア】16人 	
ノ 

荒木恒夫、有馬雅男、海老原教子、海老原美夫、 

尾崎甲四郎、神場真文、倉林宗太郎、志村佐治、 

下田佳子、下田隼太郎、中村治、納谷美月、福井

昭子、増尾隆、百瀬修、山野庸子 

葉の最盛期で、カメラマン達の露払いのためか、 

心配された出足だった。でも、途中遊水池ではカ

ワセミ、そして上空にオオタカが出現り 全員時間

をかけて見ることができ、大満足の様子だった。 

前日からヒシクイ 2羽出現の情報があり、期待し

たが、飛び立った後で残念だった。 （中村栄男） 

/n月28日（日） 大宮市 染谷見沼自然公園、 

参加】47人 天気】快晴 
	ノ 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ カルガモ コガモ オナガガモ ハシビロガ

モ ホシハジロ キンクロハジロ トビ オオタ

カ バン キジバト アカゲラ コゲラ ハクセ

キレイ セグロセキレイ タヒバリ ヒョドリ

モズ ジョウビタキ シロハラ ツグミ ウグイ

ス シジュウカラ メジロ ホオジロ アオジ

カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ ハシボソ

ガラス ハシブトガラス（36種）開始前よりジョ

ウビタキ子が顔を出してくれた。途中、トビ1羽

が出現（初認）。続いてオオタカも現われ、場を

盛り上げてくれた。お目当ての雑木林では、サバ

イバルゲームの最中で、全くの興ざめ。見沼自然

公園の池では、個体数は少ないもののカモ6種を

数え、いつもながら身近でじっくりと基本観察が

できた。快晴のおだやかな天候の中、まだ残って

いる里の紅葉を皆で楽しんだ。 

H月28日（日） 野田市 清水公園 
、 

11月28日（日） 狭山市 入間川 
、 

参加】75人 天気】日青 
ノ 

参加】31人 天気】晴 
ノ 

カワウ ゴイサギ ダイサギ コサギ アオサギ

マガモ カルガモ コガモ オカョシガモ ヒド

リガモ オナガガモ ハシビロガモ ホシハジロ

オオタカ イカルチドリ キジバト カワセミ

コゲラ ハクセキレイ セグロセキレイ タヒバ

リ ヒョドリ モズ ジョウビタキ ツグミ ウ

グイス シジュウカラ メジロ ホオジロ アオ

ジ カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ カケ

ス ハシボンガラス ハシブトガラス（37種）紅 

カイツブリ カワウ ゴイサギ ダイサギ コサ

ギ オシドリ マガモ カルガモ コガモ オカ

ョシガモ ハシビロガモ トビ オオタカ チョ

ウゲンボウ コジュケイ バン イカルチドリ

イソシギ タシギ キジバト カワセミ コゲラ

ヒバリ キセキレイ ハクセキレイ セグロセキ

レイ ビンズイ ヒョドリ モズ ジョウビタキ

ツグミ ヤマガラ シジュウカラ メジロ ホオ

ジロ アオジ カワラヒワ スズメ ムクドリ 

-10一 



オナガ ハシボソガラス ハシブトガラス（42 

種）広瀬橋下に子のオシドリが1羽。以前下見の

ときに1回見たことがあるが、探鳥会では初記釘し 

86種目。意外な訪間客に皆大喜び。しかし、よく

見ると翼を傷めているらしい。無事仲間のもとへ

戻れるか心配だ。 

12月4日（土） 蓮田市 黒浜沼 
	、 

	参加】35人 天気】晴 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ カルガモ コガモ ハシビロガモ ホシハジ

ロ オオタカ ツミ コジュケイ キジ クイナ

バン イカルチドリ タシギ キジバト アカゲ

ラ コゲラ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒ

ョドリ モズ ジョウビタキ ツグミ ウグイス

シジュウカラ メジロ ホオジロ カシラダカ

アオジ オオジュリン カワラヒワ シメ スズ

メ ムクドリ カケス オナガ ハシボソガラス

ハシブトガラス（41種）12月とは思えないおだや

かな暖かさ。最初の芦原で、マラソン大会の中学

生を応援しながら、多くの鳥を発見して楽しんだ。 

今回は、初コースの堀の内と周囲の屋敷林を回っ

た後、上沼で水鳥を見て、参加者数を超える種類 

を見ることができた。 	 （玉井正晴） 

 

12月5日（日） 北本市 石戸宿 
	、 

 

 

 

参加】62人 天気】曇後晴 

 

 

	ノ 

  

カイツブリ カワウ ダイサギ アオサギ マガ

モ カルガモ コガモ オオタカ コジュケイ

バン キジバト アカゲラ コゲラ キセキレイ

ハクセキレイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ

ジョウビタキ アカハラ シロハラ ツグミ ウ

グイス ヤマガラ シジュウカラ メジロ ホオ

ジロ カシラダカ アオジ カワラヒワ ベニマ

シコ シメ スズメ ムクドリ カケス ハシボ

ソガラス（36種）曇り空のスタートだったが、途

中から晴れて暖かくなってきた。ふれあい橋を渡

ると、高い梢にシメがいて、ほとんどの人が見ら

れた。高尾の池では、定番のマガモ、コガモ、カ

イツブリ。今年はなぜかツグミの数がやたらと多

し、 桜堤を回ってから、葦原の潅木にベニマシコ

早が出て、皆満足のようだった。 （大坂幸男） 

カワウ ダイサギ コサギ アン十サギ カルガモ

コガモ オナガガモ チョウゲンボウ コジュケ

イ バン タゲリ ユリカモメ キジバト カワ

セミ コゲラ ハクセキレイ セグロセキレイ

ヒョドリ モズ ジョウビタキ アカハラ ツグ

ミ ウグイス シジュウカラ メジロ ホオジロ

アオジ カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ

オナガ ハシボソガラス ハシブトガラス（34 

種）心配していた天候の悪化もなく、途中途中で

出会えた鳥たちに歓声を上げながらのんびり歩く

ことができた。特にスタート直後のチョウゲンボ

ウや、何度も顔を見せてくれたカワセミやジョウ

ビタキ、ラッキーな人はタゲリにも出会えたよう

芯 でも、芝川は毎年、毎回、水辺の鳥たちが減

っていくようで、心配だなあ～。 （伊藤芳晴） 

12月12日（日） 熊谷市 大麻生 

参加】34人 天気】晴

カイツブリ カワウ アオサギ コハクチョウ

マガモ カルガモ コガモ オナガガモ ホシハ

ジロ トビ ノスリ チョウゲンボウ キジ イ

ソシギ キジバト カワセミ アカゲラ コゲラ

キセキレイ ハクセキレイ セグロセキレイ タ

ヒバり ヒョドり モズ ジョウビタキ ツグミ

ウグイス シジュウカラ メジロ ホオジロ カ

シラダカ カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ

ハシボソガラス ハシブトガラス（37種）99年最

後の月、珍しく大麻生リーダー全員が参加。快晴

だが冷たい風が強く、鳥の動きも少ない。ゴルフ

場内の木の下に木の実をついばむシメの大群が見

られ、全員驚嘆。明戸堰周りのカモ類は、上流の

白鳥の餌に誘われて出払っていたが、木に休むノ

スリや久々にカワセミが姿を見せ、皆を楽しませ 

てくれた。 	 （和田康男） 

モズ（海老原美夫） 

12月5日（日） 浦和市 民家園周辺 

 

 

参加】41人 天気】晴時々曇 
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i重 泰各 It長 

●「干潟を守る日2000」キャンペーソに賛同

諌早干潟緊急対策本部などが中心となった

呼びかけで、諌早湾閉め切りの日である4月 
14日を「干潟を守る日」とすることが、1998 

年春に宣言されました。 

今年も「干潟を守る日2000」キャンペーンと

して、参加団体が全国各地で関連イベントを

開催し、関連イベントのない団体は、賛同団

体として登録します。 
12月の役員会で協議した結果、既に決定さ

れていた4月の行事予定では、関連させるこ

とが出来る行事がありませんので、当支部と

しては賛同団体としての登録を申込み、賛同
の意思をより明確にする為に、賛助金の支出

を決定しました。 
干潟を守る日実行委員会からは、賛同団体

としての登録と、賛助金の受け入れを承諾す
る連絡がありました。金額については、次の

役員会で決定します。 

＠「丸の内さえずり館」に『しらこばと』 

昨年10月に本部企画部と法人会員である三
菱地所（株）との共同企画で開設された「丸の

内さえずり館」は、 1日平均30人程の来館者

があり、館主催の探鳥会も開催されるように

なりました。 
本格的なバードウォッチングを希望される

来館者の為に、各支部の支部報を閲覧できる

ように設置したいとの要請により、『しらこ

ばと』の閲覧設置を承諾しました。 

●新聞各紙への脇力 
本誌12月号で報告したカラカラにつき、そ

の後坂東大橋付近でも目撃情報があり、イヌ

ワシ若鳥と誤認される可能性が考えられた事

から新聞各紙に呼びかけたところ、12月11日

付け毎日新聞朝刊に掲載されました。 
東京新聞埼玉支局の依頼を受けて、三室地

区に関する写真と情報を提供し、同紙1月8 

日付け「出かけま専科」欄で、 1都6県の探鳥

地のひとつとして、定例探鳥会の情報と共に

掲載されました。  

魯2月の事務局 土曜と日曜の予定 
5日（土）普及部会議。 
6日（日）シラコバト見つけ隊打ち合わせ。 
12日（土）編集会議、研究部会議。 
19日（土）校正作業。 

20日（日）役員会議。 

26日（土）袋づめの会。 

⑨会員数は 
1月5日現在3, 014人です。 

ラ舌 動J 幸侵 告 

12月5日（日）シラコバト見つけ隊打ち合わ

せ。 
12月11日（土）編集会議。研究部会議。 
12月18日（土）1月号校正作業（海老原美

夫、大坂幸男）。 
12月19日（日）役員会議（司会：高文子、各

部の報告・「干潟を守る日2000」への対応・

丸の内さえずり館への対応・探鳥会担当者

の一部変更・その他）。 

（役員会議は毎月開催、支部の意思決定

機関として、様々な議論を交わします） 
12月27日（月）1月号を郵便局に運び、発送
作業（倉林宗太郎）。 

編 集 1麦 言己 

最近人に勧められてインラインローラ ス
ケートを始めた。風を切ってすべるのは爽快

だ。それに、持久力＋脚力アップの効果と、 
上達する楽しみがあって、若い人に独占させ

るのはもったいない。春には2 Okniのロングラ 

ンに挑戦するぞ！ 	 （森本51) 

『しらこばと』2000年2月号（第190号） 	定価100円（会員の購読料は会費に含まれます） 
発行人中島康夫 編集発行日本野鳥の会埼玉県支部 TEL 048-832-4062 FAX 048-825-0460 
〒336-0012 浦和市岸町4丁目26番8号プUムローズ岸町107号 郵便振替 001 90-3-121130 
インターネットホームページ httpゾんww. bekkoacne. or. jp/roんbsj-saitni/  

，覇i憂更・退会などの連絡先 
L  （財）日本野鳥の会会員センター業務室 TEL 03-5398-3611 FAX 03-5368-3608 	」 

印刷 関東図書株式会社 （本誌掲載記事はすべて上記ホームページに転載されます。本誌か 
ら、またはホームページからの無断転載は、かたくお断わりします） 	 再生紙使用 

-12- 


